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日本組織適合性学会 HLA検査技術者・組織適合性指

導者認定制度　第 15回認定制度試験を，令和 2年 9月

21日（月）に実施した。例年は，同時期に開催される

組織適合性学会大会期間中に会場内において実施されて

きたが，今年度は新型コロナウイルス（COVID-19）感

染拡大の影響により京都で予定されていた第 29回大会

が延期されたことに伴い，本認定試験については以下の

措置を講じた上で実施した。

1．受験会場の変更

受験者の長距離移動に伴う感染リスクについて考慮

し，受験者の居住地を参照して，受験会場であった第

29回大会会場から，関東地区：東京医科歯科大学　関

西地区：広島大学　の 2箇所に会場を設けて実施した。

2．実施方法の変更

従来行っていた，大会参加者の任意受験による模擬試

験が実施困難であったことから，本年度については本試

験のみ実施とした。なお，令和 3年度については第 29

回大会会期中の本試験，模擬試験の実施を予定している。

しかしながら今後の新型コロナウイルス感染の拡大状況

により実施内容に変更が生じる場合も考えられる。

今回の試験問題と解答は，すでに学会ホームページ

（jshi.umin.ac.jp/certification/file/nintei_shikenkaitou2020.

pdf）に掲載中であるので，参照頂きたい。また，例年

模擬試験において正答率の低い，難問についての解説は，

今年度に限り本試験で正答率が低かった以下の 3問につ

いて解説を付記した。

問題 9．連鎖不平衡に関して最も適切な記述を a～ eの

うちから一つ選べ。

a． 物理的に極めて近距離にあるアレル間では，常に連

鎖不平衡が成立する。

b． 連鎖不平衡とは，異なる座位のアレル間でランダム

な組合せの頻度が一定であることをいう。

c． 異なる染色体上のアレル間でも連鎖不平衡が成立し

ている。

d． 連鎖不平衡の指標である D’や r^2が小さいほど，

連鎖不平衡はより強いと言える。

e． 連鎖不平衡の成立は，アレルの出現時期と関係して

いる。

正解：e（代表的な誤答：a）

解説：連鎖不平衡の成立要因は少人数から派生した集団，

最近の移住や混血，最近生じた変異など，当該アレルの

出現時期や集団の組成と関係している。a．で述べるよ
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うな物理的に近距離に位置するアレル間においても，変

異の発生時期が古い場合はもとより，遺伝子間に組み換

えのホットスポットが存在する場合もあり，常に連鎖不

平衡が成立するとは限らない。

問題 48．ケース・コントロール解析に関して最も適切

な記述の組合せを a～ eのうちから一つ選べ。

1． 疾患感受性の強さはオッズ比で示される。

2． 統計学的有意差検定における補正では，調べたアレ

ル数を乗じる方法が一般的である。

3． カイ二乗検定が最も信頼性が高い。

4． 統計学的有意水準を示す p=0.05は 200回の検定で

1回の偽陽性が生じることを示す。

5． 統計学的有意差検定には一般的に t検定が用いられ

る。

a　1, 2　　b　1, 3　　c　2, 3　　d　3, 4　　e　4, 5

正解：a（代表的な誤答：b）

解説：昨年度にも出題した問題の類似出題である。3．

のカイ二乗検定は有意性（仮説）の検定に用いられるが，

ケース・コントロール解析ではケースとコンロールの対

象数が著しく異なる場合などには信頼性が低下する。

問題 50．新型コロナウイルス感染患者の臨床検査に関

して最も適切なものを a～ eのうちから一つ選べ。

a． 患者試料は検査終了後 10日以内に滅菌廃棄しなけ

ればならない。

b． 患者試料を所持（保管）する場合は，厚生労働省に

申請し，許可を得なければならない。

c． 患者試料を所持（保管）する場合は，所持から 7日

以内に厚生労働省に届出なければならない。

d． 患者試料を所持（保管）は，BSL1レベルの室内で

行わなければならない。

e． 宅急便等を利用して患者試料を運搬する場合は，二

次容器内にドライアイスを入れる。

正解：a（代表的な誤答：b）

解説：新型コロナウイルス感染患者由来の臨床検体を取

り扱う場合は BSL2レベル以上である。宿主又は核酸供

与体が新型コロナウイルスである遺伝子組換え生物等を

用いた遺伝子組換え実験を行う際には，あらかじめ文部

科学大臣による拡散防止措置の確認を受けることが必要

である。なお，臨床検査検体取り扱いについての詳細は

以下の「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原

体検査の指針」の項を参照願いたい。

https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf


